
栃木県市町概要 

 

 

■市花 こぶし 
市町類型 Ⅰ－０ R2 年国調人口 ２４，８７５人 

財政力指数（R 元～R3 平均） ０．４４６ 
住民基本台帳 

（R4.3.31） 

人口 ２４，９４８人 

職員数（R4.4.1） ２４４人 世帯数 １０，３９４世帯 

職員 1 人当り人口 １０２人 面積（㎢） １７４．３５ 
 

■市木 けやき 

■市鳥 からす 

■沿革 

 古く奈良～平安時代には、都と地方を結ぶ古代の官道(東山道駅路)が通過し、芳賀郡に関連する役所が置かれる

など、古代下野国の交通の要所でありました。 

 室町時代には、下野国東部地域を領有した那須氏の分裂に伴い、烏山に城が築かれ、以後、那須氏の８代の本拠

地として繁栄しました。天正１９年（１５９１）には成田氏が２万石で烏山藩を立藩したことが始まりとなります。 

 江戸時代に入ると、藩主が度々変わりましたが８代将軍吉宗の時には大久保常春が幕府老中に任ぜられ、３万石と

なりました。天保の飢饉の時には二宮尊徳から報徳仕法を受け、餓死者が一人も出なかったと言われています。 

 明治時代に入ると廃藩置県により一時烏山県となりましたが、明治４年には宇都宮県、その後に栃木県に編入され、

明治時代中期には６つの町村に分かれていましたが、昭和２９年には２村が南那須町となり、１町３村が烏山町に移行

し、さらに平成の大合併により平成１７年１０月１日に２町が合併し「那須烏山市」が誕生しました。 

■地勢 

栃木県の東部に位置し、八溝山系に属し清流那珂川が平野部を南北に貫流しており、右岸の丘陵地を荒川や江川な

どの大小河川が貫流しています。この地帯に南那須市街地・烏山市街地が形成され、那珂川左岸は、山間地帯で県

立那珂川自然公園に指定されています。気候は内陸型気候で寒暖の差は大きいものの、生活しやすい気候です。   

■観光 

 那珂川県立自然公園をはじめ、守り伝えられた豊かな自然景観や、時の流れを感じられる烏山城跡や長者ヶ平史

跡、ユネスコ無形文化遺産に登録された烏山の山あげ行事などの多彩な祭祀や民俗芸能に加え、近代化を支えた近

代化遺産など、悠久の昔から近代まで歴史と自然を感じながら四季を通じて楽しめる沢山のフィールドがあります。リ

ニューアルした龍門ふるさと民芸館やメグロブランドのほか、八溝そばや清流那珂川のアユなど食も充実しており、年

代を問わず楽しめます。 

■産業 

農業： 

農業では稲作や畜産が主体でありますが、近年では、首都圏農業の推進により、トマト・いちご・なしなどの園芸や烏

大根、中山かぼちゃ、そして八溝そばなどの地元ブランド品の生産などが行われています。 

工業： 

社会経済情勢の変化に伴い、事業所数は微減していますが、製造品出荷額は微増の傾向にあります。後継者不足、

や企業立地の低迷等により、新規産業の参入が少なく工業を取り巻く環境は厳しい状況にあります。 
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商業： 

人口の減少が影響し、年間商品販売額は年々減少傾向にあります。併せて経営者の高齢化や後継者不足もあり、事

業所数は減少傾向にあります。商業の活性化を図るため、補助事業等の支援充実や市内での購買意欲に取り組みま

したが、人口減少や生活圏の広域化による消費者の減少等により、中心市街地をはじめとする本市の商業機能は衰

退傾向にあり、後継者の確保や空き店舗対策などが喫緊の課題となっています。 

■その他特徴のある事項 

 烏山城址を国指定史跡とするべく、発掘調査や資料作成に取り組んでいます。 

■施政方針 

第２次総合計画において、本市が直面する課題を「少子高齢化・人口減少」、「市民との協働のまちづくり」、「安心し

て暮らせる地域づくり」、「地域資源を活用したまちづくり、ひとづくり」、「地域産業・経済を取り巻く状況変化」、「安心安

全なまちづくり」、「財政状況」及び「老朽化の進む公共施設」の８項目に整理して目指すべき将来像を「地域の魅力と

活力にあふれる 暮らしやすいまち“那須烏山市”」とし、分野ごとに５つの基本目標を掲げて、課題解決に向け政策・

施策を展開しています。 

また、令和４年度は、令和５年度から新たに運用が開始される第３次総合計画について、「デジタル化の進展」や「新

たな日常」、「ＳＤＧｓ」への対応といった視点を取り入れながら、計画の策定に努めます。  

さらに、デジタル・トランスフォーメーションに対応するため、コンビニ交付の導入やペーパーレス化、議会タブレット

導入など行政の効率化を図ります。加えて、宇都宮大学や烏山高校との連携を推進するともに、「新たな公共の担い

手の育成」に努めます。 

 

 

 

 

 

 



 

■重要事業 

事業名 予算額（千円） 事業の概要 

児童福祉事業費 ９，４８６ 
保育園等の副食費の助成を行い、子育て世代の経

済的負担を軽減し、子育て環境の充実を図る。 

幼稚園管理費 １，２０８ 
幼稚園の副食費の助成を行い、子育て世代の経済

的負担を軽減し、子育て環境の充実を図る。 

妊婦健康支援事業費 ６５１ 
育児支援アプリの運用を開始し、家族で情報を共

有し、育児中の孤立や負担軽減を図る。 

学校給食センター運営費 １２９，７３１ 
児童生徒の給食費の助成を行い、子育て世代の経

済的負担を軽減し、子育て環境の充実を図る。 

乳幼児健康診査費 ３，６４３ 

目の屈折検査機器を導入し、３歳児検診時に目の

屈折検査を実施し、弱視や斜視等の早期発見を図

る。 

適応指導教室費 １１，６１５ 
旧境診療所の改修工事を行い、適応指導教室に

通う児童生徒の教育環境の整備を図る。 

国体開催運営事業費 １１４，９６２ 

第７７回国民体育大会の普及啓発の促進、デモン

ストレーションスポーツ大会の開催、炬火イベントの

開催及びアーチェリー競技会の運営を行う。 

商工団体支援事業費 ２３，８５０ 
商工会が実施するチャレンジショップ整備に対し補

助を行い、創業者への支援を図る。 

公園等観光施設運営費 ７，８２５ 
花立峠憩いの森公園の階段及び柵の修繕を行い、

利用者の安全の確保、施設の環境整備を図る。 

防災集団移転促進事業費 ３３，０５１ 
集団移転促進事業計画を策定し、地域の安全安心

を図る。 

道路保全費 ２４，５００ 

三箇トンネル、小白井トンネルの照明をＬＥＤ化し、

トンネル内の安全を確保するとともに、ゼロカーボ

ン運度の推進を図る。 

社会保障・税番号制度システム

整備事業費 
１５，４３４ 

各種証明書のコンビニ交付を開始し、市民の利便

性の向上を図る。 

議会運営事業費 ６，４３０ 
議会にタブレット端末を購入し、ペーパーレス化及

び業務の効率化を図る。 

地域情報化計画策定事業費 １，１００ 
市ＤＸ計画を策定し、行政手続きのオンライン化、

業務の効率化を図る。 
 

 

■地域指定の状況について 

・農村地域工業等導入地域（農村産業法） 

・辺地（辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律） 

・過疎地域（市全域）（過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法） 

 

 


